
• 業務効率向上 窓口対応時間や問合せ対応時間が省力化されます
データの一元管理により、案件情報をすぐに検索・取得できます

• 省スペース化 書類がクラウド上に保存されるため、紙での保管が不要になります
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建築確認
電子申請受付システム
（クラウド版）

特定行政庁・指定確認
検査機関のみなさま向け

業務を変える2つのポイント

4つの特⾧

サーバー機器が設置不要サーバー機器が設置不要

インターネット環境さえあれば、
契約後すぐに利用できます

申請受付・審査依頼が
オンラインで完結

申請受付・審査依頼が
オンラインで完結

建築士事務所や消防機関との
やりとりが電子的に行えます

案件の進捗管理が
画面上で可能

案件の進捗管理が
画面上で可能

今、誰が、どの審査をしているか
案件の進捗が一目で分かります
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申請受付準備が簡単申請受付準備が簡単
特⾧
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操作マニュアルやテンプレートにより
最小限の時間で窓口をオンライン化

2025年1月版

2025年1月～ 申込手続開始
2025年4月～ 提供開始



電子申請対応のための審査機関の準備事項

ホームページ等整備ホームページ等整備システム環境の整備システム環境の整備 電子申請対応版の
業務規程変更認可取得

電子申請対応版の
業務規程変更認可取得

インターネットによるデータ受信環境
を準備します。独自の電子申請受
付システムとAPI接続することも可能
です。詳細は、インターフェース規定
書(ICBAホームページ掲載)をご覧く
ださい。

システム環境に沿って、審査機関の
ホームページや社内規程を整備しま
す。社内規程の整備方法については、
電子申請ガイドライン(ICBAホーム
ページ掲載)を参考にしてください。

確認検査業務規程に電子申請に関
する規定を追記し、業務規程変更
認可を取得します。既定の追記内容
については、業務規程サンプル
(ICBAホームページ掲載)を参考にし
てください。*指定確認検査機関のみ

電子申請 / 審査の流れ
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申請者からの審査依頼後、引
受の可否を決定します。引受後
はアップロードされたファイルに申
請図書が揃っているか確認し、
審査を開始します。審査項目ご
とに審査担当者を割り振ること
が可能です。

補正がある場合には、システム上
から申請者に補正依頼を行いま
す。申請側に複数の担当者がい
る場合は、申請者が該当案件へ
のアクセス権を許諾することにより、
図面を共有しながら補正を進め
ることが可能です。

システム上から消防同意依頼を
行います。審査終了後、申請
者へ結果を通知するとともに、
審査済の図面を副本としてダウ
ンロード可能となります。確認済
証出力機能は、2026年以降
に実装予定です。

電子申請受付システムの契約パターンと利用料

*1 2025年度の利用料は無料。上表の料金は2026年度以降の利用について適用。
料金は過去の年間建築確認件数（書面申請含む）に応じて決定し、年間200件以下の場合は一律最低料金。

*2 保健所通知～構造適判は2026年度以降に実装予定。

電子申請受付システムで対応可能な申請

最低料金*1

(税抜年額)契約パターン 構造
適判*2

省エネ
適判*2

軽微
変更*2

中間/
完了

検査*2

保健所
通知*2

消防
手続

計画
変更

確認
申請

ー〇〇〇〇〇〇〇¥400,000全部利用
(一般特定行政庁・指定機関)

①

ー〇〇〇〇〇〇〇¥150,000全部利用
(限定特定行政庁)

➁

ーーーー〇〇ーー¥30,000消防手続利用
(特定行政庁・指定機関共通）

③

〇ーーーーーーー
2025年6月

までに公表予定

構造適判単独利用
(都道府県・指定機関共通）

④

ー〇ーーーーーー省エネ適判単独利用
(特定行政庁・指定機関共通）

⑤

お問い合わせ先

一般財団法人 建築行政情報センター
TEL:03-5225-7706

Mail:file-kikaku@icba.or.jp

動作環境
・インターネット環境又はLGWAN環境、電子メール受信環境
・インターネット環境で動作するPC（推奨スペック:Corei5、メモリ:8GB）
・ブラウザ（Edge/Chrome/Firefox）及びPDF書込ソフト


